
（様式３） 

令和３年度 中間評価 

 

学校名 湯梨浜町立羽合小学校           

 

校長名   谷口 章人      印   

１．学校の教育目標 

やさしく かしこく たくましく 

～仲間とともに 地域とともに 未来を切り開く子どもの育成～ 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の具体的な 

目標や計画 

○落ち着いた生活の中で、「個」と「集団」の力を伸ばす。 

 ○育てたい（育てなければならない）資質・能力が身につく授業改善を進める。 

 ○地域とつながり、地域に根ざした教育活動を充実させる。 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

評価項目 中間評価 課 題 等 

（1）【やさしく】 

○進んであいさつ      Ａ 

児童アンケート 80％ 

     

 

 

 

 

 

○友達を大切にした言葉遣い Ｂ 

（さんづけ） 

児童アンケート 93％ 

     

 

 

○あたたかい学級づくり   Ｂ 

児童：ｈｙｐｅｒ－ＱＵ 

・失敗したときクラスの人は励まし

てくれる 80％ 

・あなたの気持ちを分かってくれる

人がいる 80％ 

・何かしようとするとき、クラスの

人は協力してくれる 88％ 

 
Ｂ 

 

→中間期 82.5％ 

・児童の自己評価は高い。 

・登校時、玄関前でそろってからしか挨拶をし

ない児童もいる。校内で職員も立ち、挨拶を

していく。 

・週明けのあいさつが今一歩。 

・前期と同様にあいさつ運動を継続し、様子を

見てパターンを変える。 

→中間期 91.4％ 

・今後も、ＳＳＴの学習を入れる。 

・あたたか言葉の取り組みを行い、学級ごとに

意識して使う言葉等の掲示をする。 

  「ありがとう、ごめんなさい」 

      （98.1％） 

 

 

→中間期 76％ 

 

→中間期 75％ 

 

→中間期 80％ 

・今後も、ＳＳＴの学習やクラス会議、いいこ

と見つけは継続する。 

・学年会でミニエクササイズや学級での実施状

況を情報交換し、学年としての取り組みを話

し合う。 



（様式３） 

・学年の実態にあわせて全員遊びの日を設ける。 

・代表委員会で話し合った学級の取り組みを意

識づける。 

（2）【かしこく】 

 ○ＩＣＴ機器の効果的な活用 Ａ 

  教師アンケート 80％ 

   

  児童アンケート全項目 80％ 

 タブレットを使って～ 

①電源の ON,OFF ができる 

②アプリの開閉ができる 

③写真が撮れる 

④絵が描ける 

⑤ペンを使って操作できる 

⑥絵や写真などを組み合わせた作

品が作れる 

⑦作品や文書を保存、印刷できる 

⑧ローマ字入力ができる 

⑨インターネット検索ができる 

⑩発表スライドができる 

⑪検索情報から必要なものを見つ

けられる 

⑫タブレットの良さが何かわかる 

 

○基礎・基本の定着   Ｂ 

・国語・算数の単元テスト 80％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・週に１回程度、「ことばのちょきん

ばこ」を活用した。80％ 

 

 

・本の借し出し冊数 

 低・中学年：80％ 

（中間５０冊、年間１００冊） 

高学年：70％ 

（中間４０冊、年間８０冊） 

 
Ｂ 

 

 

→中間期 毎日活用 65％、 

週 2回程度活用 35％ 

→中間期 

 1・2 年（①～⑤）全て 90％以上 

   3・4 年（①～⑨） 

    ① ② ③ ⑤ ⑨：80％以上 

    ④ ⑥ ⑦ ⑧：80％を下回る 

   5・6 年（①～⑫） 

    ① ② ③ ⑤ ⑧ ⑨ ⑪ ⑫：80％以上 

    ④ ⑥ ⑦ ⑩：80％を下回る 

・基本操作は身についてきた。活用能力はこれ

からである。 

→発信する能力を高めるために、アウトプッ

トの方の研修をしていく。 

 

 

 

 

 

 

・単元テスト：個人差が大きい。国語、算数と

もに問題文の読み取りが難しい。 

→テスト直しを丁寧にする。誤答分析をしっ

かりする。テストを返す前に、誤答の多か

った問題を解く。 

→その学年で学習する内容を確実に理解させ

る。（基礎基本・計算） 

ジャストスマイルドリルを活用し、前学年

の復習をする。 

→リレー読み、ペア音読などで、工夫して読

ませる。 

・ことばのちょきんばこ：短文づくりの時間が

確保できていない。 

→授業の中でとれなければ、朝学習や家庭学

習で取り組む。 

・本の貸し出し：個人差が大きい。学年差が大

きい。学校で、ゆっくり読む時間が確保でき

ない。 

→担任が声をかける。読み聞かせをする。

家に持ち帰って読む。 



（様式３） 

 

 

→中間期：低学年：70冊 

中学年：76 冊 

高学年：62 冊 

（3）【たくましく】 

 ○基本的な生活習慣の定着  Ｃ 

・ワークシートの回収率 85％ 

・ぐっすりデーの達成率 85％ 

・ハワイふれあいデーの結果 85％ 

 

 

 

 

 

 

 

 ○体力の向上        Ｂ 

 ・運動することが楽しい。（児童アン

ケート）85％ 

 ・お子さんは学校で元気に体を動かし

ている。85％ 

 

 

 ○あきらめず粘り強く取り組む 

児童の育成        Ｂ  

・だいじ掃除にがんばっているか。（児

童アンケート）85％ 

 
Ｂ 

 

 

→中間期：現在アンケート実施中 

→中間期：6回実施 5回が 85％以上 

→中間期 

  1 年（45.1％）、2年（54.4％） 

  3 年（49.4％）、4年（41.5％） 

 5 年（61.1％）、6年（34.7％） 

・PTA と連携して取り組んでいるが、全くメデ

ィアと接しない生活や毎日親子の触れ合い時

間を作ることの難しさが感じられる。 

 

 

→中間期：85.2％ 

 

→中間期：86.6％ 

・体力テストの結果を指導に活かす。 

・短時間運動プログラムを業間、学習最初に取

り組む。 

 

 

→中間期：95.9％ 

・「黙って」に課題がある。 

・自己評価は高いが、実態が伴っているとは言

い難い。 

（4）【開かれた学校】 

 ○積極的な情報発信を行う  Ｂ 

 

 

 ○地域に学ぶふるさと教育の 

推進を行う         Ｂ 

 
Ｂ 
 

 

 

・参観日も６月しかなく、児童や学級、学校の

様子を通信で伝えた。今後、アンケートに出

された意見を生かしていきたい。 

 →ＨＰ更新１回/２日、給食は毎日更新 

・１学期は、ＧＴを招いての学習は実施できた

が、２学期は、学習したことを発信できるよ

う工夫していく。 

 

◎３の「中間評価」の表示方法 

Ａ 十分達成されている 

Ｂ 達成されている 

Ｃ 取り組まれているが、成果が十分でない 

Ｄ 取組が不十分である 

 


